
場
体
験
学
習 

 

岩
沼
市
立
岩
沼
西
中
学
校
の
２
年
生

（
５
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

仙
台
河
川
国
道
事
務
所
で
行
わ
れ
る
職
場
体
験

支
援
活
動
と
し
て
は
、
今
年
度
最
初
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
事
務
所
と
し
て
も
新
た
な
気
持
ち
で
迎
え
入

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

初
日
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
と
な
っ
た
岩
沼
出
張

所
へ
緊
張
し
た
面
持
ち
で
集
っ
た
５
人
の
岩
沼
西

中
生
５
人
。
元
気
の
よ
い
挨
拶
で
体
験
１
日
目
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

岩
沼
出
張
所
管
内
で
体
験
ス
タ
ー
ト 

は
じ
め
に
、
仙
台
河
川
国
道
事
務
所 

岩
沼
出
張

所
の
八
木
出
張
所
長
か
ら
、
河
川
管
理
の
話
し
や
岩

沼
出
張
所
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
、
ひ
と
と
お
り
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
大
越
事
務
係
長
か
ら
出

張
所
の
事
務
室
に
あ
る
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
早
速
仕
事
の
一
端
を
垣
間
見
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

阿
武
隈
大
堰
管
理
分
室
へ 

 

５
人
が
案
内
さ
れ
た
の
は
、
阿
武
隈
大
堰
管
理
分

室
の
執
務
室
に
併
設
さ
れ
た
管
理
室
。
眺
望
の
効
い

た
こ
の
部
屋
か
ら
見
え
る
阿
武
隈
川
に
架
か
る
堰

の
全
景
と
、
モ
ニ
タ
ー
や
操
作
パ
ネ
ル
の
並
ん
だ
状

況
に
、
始
め
は
や
や
緊
張
気
味
の
様
子
で
し
た
が
、

佐
藤
管
理
係
長
の
説
明
に
真
剣
に
メ
モ
を
取
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。 

 

説
明
が
終
わ
っ
た
後
は
、
外
に
出
て
大
堰
で
実
際

に
稼
動
し
て
い
る
機
械
室
を
見
学
し
ま
す
。
巨
大
な

巻
き
上
げ
機
の
様
子
や
、
水
の
流
れ
落
ち
る
爆
音
に
、

先
ほ
ど
の
管
理
室
と
ま
た
違
っ
た
緊
張
が
走
り
ま

す
。 

        

                                                        

 

工
事
現
場
で
測
量
体
験 

 

お
昼
を
は
さ
ん
で
、
阿
武
隈
川
の
下
流
に
位
置
す

る
堤
防
災
害
復
旧
工
事
の
現
場
へ
移
動
。
今
度
は
、

測
量
の
体
験
で
す
。
現
場
を
受
け
持
つ
阿
部
建
設
監

督
官
や
、
工
事
関
係
者
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
説
明
を

受
け
て
か
ら
測
量
開
始
で
す
。
高
さ
を
測
る
オ
ー
ト

レ
ベ
ル
や
光
波
測
距
儀
（
こ
う
は
そ
っ
き
ょ
ぎ
）
…

測
定
点
に
プ
リ
ズ
ム
反
射
鏡
を
置
き
反
射
し
て
く

る
光
波
の
測
定
に
よ
り
距
離
を
測
定
す
る
装
置
…

は
、
も
ち
ろ
ん
５
人
と
も
は
じ
め
て
触
る
測
量
機
器

で
し
た
が
、
し
っ
か
り
説
明
を
理
解
し
た
皆
さ
ん
は
、

短
時
間
で
か
な
り
正
確
な
測
量
結
果
を
導
き
出
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
っ
ぱ
れ
！ 

 

体
験
１
日
目
の
ラ
ス
ト
は
、
現
場
で
実
際
に
活
躍

し
て
い
る
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
の
試
乗
で
す
。
わ
ず
か

な
距
離
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
工
事
現
場
で
見
か
け

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
滅
多
に
乗
る
チ
ャ
ン
ス
の
無

い
こ
の
車
両
。
高
い
乗
車
位
置
か
ら
眺
め
る
風
景
は

き
っ
と
い
つ
も
と
違
っ
て
見
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

                                   

職 

 

岩
沼
出
張
所
は
、
事
務
係
、
技
術
係
、
管
理
係
の

３
組
織
か
ら
な
り
、
岩
沼
市
・
柴
田
町
、
亘
理
町
を

流
れ
る
阿
武
隈
川
の
改
修
及
び
維
持
・
管
理
の
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
内
の
河
川
に
関
す
る

許
認
可
や
問
い
合
わ
せ
の
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

阿
武
隈
大
堰
は
、
河
道
の
安
定
、
農
業
用
水
等
の

取
水
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
阿
武
隈
川
の
岩
沼
市

と
亘
理
町
に
ま
た
が
っ
て
つ
く
ら
れ
た
可
動
堰
で

す
。
阿
武
隈
大
堰
管
理
分
室
で
は
、
阿
武
隈
川
の
洪

水
時
の
堰
の
操
作
の
他
、
機
器
の
点
検
、
修
繕
を
行

っ
て
い
ま
す
。 仙台河川国道事務所の

職場体験 5 月 15 日～16 日 

岩沼市立岩沼西中学校 

 
今回、職場体験を受け入れることになった

岩沼市立岩沼西中学校は、岩沼市の西部「千

貫地区」の地丘陵地に位置し、自然に恵まれ

た学校です。「自ら学び 心豊かに たくま

しく生きる生徒の育成」を教育目標として教

育活動を展開し、昭和６１年４月に開校し今

年で創立２７年目を数えます。 



職
場
体
験
２
日
目 

 

２
日
目
の
天
気
予
報
は
、
晴
れ
の
ち
雨
で
す
が
、

今
朝
は
本
当
に
雨
が
降
る
の
か
な
？
と
思
う
ほ
ど

の
清
々
し
い
晴
天
で
す
。
午
前
の
部
は
屋
内
施
設
見

学
ば
か
り
で
す
が
、
午
後
は
「
釜
房
ダ
ム
管
理
所
」

で
、
湖
面
巡
視
が
出
来
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
し
た

の
で
、
午
後
か
ら
の
天
気
が
非
常
に
気
に
な
る
と
こ

ろ
。 ま

ず
は
本
日
最
初
の
見
学
場
所
「
共
同
溝
」
に
向

け
て
出
発
で
す
。
「
共
同
溝
」
と
は
、
仙
台
市
内
中

心
部
の
地
下
に
位
置
す
る
延
長
１
５
．
５
ｋ
ｍ
に
も

及
ぶ
秘
密
の
!?
地
下
空
間
の
こ
と
。 

 

現
地
で
５
人
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
共
同
溝
の
管

理
を
担
当
す
る
仙
台
西
国
道
維
持
出
張
所
の
田
村

機
械
係
長
と
協
力
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
受
け
取
り
、
ま
ず
は
「
共
同
溝
」
に
入
る
前
の
注

意
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
い
よ
い
よ
秘
密
の

地
下
空
間
へ
潜
入
開
始
。 

「
え
っ
！
こ
こ
か
ら
入
る
ん
で
す
か
？
」 

意
外
な
と
い
う
か
、
な
ん
て
こ
と
な
い
道
路
脇
か

ら
潜
入
し
た
「
共
同
溝
」
は
、
地
上
か
ら
は
想
像
の

つ
か
な
い
ま
さ
に
異
空
間
。
興
奮
を
抑
え
、
案
内
さ

れ
る
ま
ま
徐
々
に
奥
に
進
む
に
つ
れ
次
第
に
５
人

の
方
向
感
覚
は
麻
痺
し
て
き
ま
す
。 

 

「
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
す
る
の
に
使
っ
た
の
が
、
シ

ー
ル
ド
マ
シ
ン
と
呼
ば
れ
る
円
柱
状
の
巨
大
な
掘
削

機
械
で
し
た
。」 

「
知
っ
て
ま
す
！
」 

田
村
係
長
の
説
明
に
意
外
な
反
応
を
し
た
岩
沼

西
中
生
。
担
当
す
る
係
長
で
す
ら
、
仕
事
に
就
く
ま

で
そ
の
詳
細
は
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
か
ら
、
す

ご
い
で
す
ね
。 

モ
ニ
タ
ー
が
映
し
出
す
「
西
道
路
」 

共
同
溝
の
次
は
、
仙
台
西
道
路
管
理
所
で
道
路

管
理
の
勉
強
で
す
。
こ
の
管
理
所
で
は
、
自
動
車
専

用
道
路
で
あ
る
「
仙
台
西
道
路
」
の
管
理
を
す
る
た

め
、
２
４
時
間
モ
ニ
タ
ー
や
計
測
機
器
を
監
視
し
な

が
ら
通
行
す
る
車
や
、
施
設
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。 

管
理
所
に
来
る
時
に
通
っ
て
き
た
西
道
路
を
こ

こ
で
モ
ニ
タ
ー
を
眺
め
な
が
ら
説
明
を
受
け
、
道
路

管
理
の
最
前
線
線
を
実
感
し
た
５
人
で
し
た
。 

 

                                                
  都

市
部
を
抜
け
て
新
緑
の
釜
房
ダ
ム
へ 

新
緑
の
山
に
囲
ま
れ
た
釜
房
ダ
ム
は
、
湖
面
に
空

と
木
々
の
緑
を
照
ら
し
て
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い

ま
す
。
ど
う
や
ら
天
気
は
大
丈
夫
の
よ
う
で
す
。 

釜
房
ダ
ム
管
理
所
に
併
設
さ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
学

習
資
料
館
」
で
今
度
は
ダ
ム
の
勉
強
で
す
。
釜
房
ダ

ム
の
規
模
や
歴
史
、
ダ
ム
の
働
き
や
構
造
な
ど
を
パ

ネ
ル
や
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
説
明
を
受
け
た
後
、

屋
上
に
上
が
っ
て
双
眼
鏡
か
ら
現
場
を
確
か
め
ま

し
た
。
「
湖
面
に
浮
か
ん
で
見
え
る
の
が
、
水
質
を

保
全
す
る
た
め
に
設
置
し
て
あ
る
曝
気
シ
ス
テ
ム

で
す
。
」
説
明
の
あ
っ
た
場
所
に
双
眼
鏡
を
向
け
る

姿
を
パ
チ
リ
。
管
理
所
の
事
務
室
に
移
っ
て
か
ら
は
、

職
員
の
監
視
に
使
う
モ
ニ
タ
ー
が
こ
こ
に
も
並
ん

で
い
ま
し
た
。 

 

水
面
か
ら
見
る
ダ
ム 

 

最
後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
ダ
ム
湖
面
巡
視
で
す
。 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
込
ん
で
準
備
オ
ー
ケ
ー
。

ボ
ー
ト
に
乗
り
込
ん
で
５
人
に
渡
さ
れ
た
の
は
、
職

員
が
実
際
に
巡
視
に
使
用
し
て
い
る
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
。
項
目
を
確
認
し
て
い
ざ
出
発
。 

 

湖
面
を
滑
る
よ
う
に
走
る
巡
視
船
か
ら
ダ
ム
湖

面
を
見
渡
し
ま
す
。
道
路
の
駐
車
帯
か
ら
一
部
の
心

な
い
人
が
投
げ
捨
て
た
ゴ
ミ
を
確
認
し
た
り
、
曝
気

シ
ス
テ
ム
を
間
近
で
見
学
し
た
り
し
た
後
、
２
日
間

の
職
場
体
験
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
ひ
と
り
ず
つ
２
日
間
の
感
想
を
述
べ
て

終
了
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

釜
房
ダ
ム
は
、
宮
城
県
仙
台
市
の
西
方
約
２
．
５

ｋ
ｍ
、
一
級
河
川
名
取
側
の
支
流
・
碁
石
川
に
位
置

し
た
多
目
的
ダ
ム
で
す
。
昭
和
４
５
年
に
完
成
以
来
、

百
万
都
市
の
仙
台
市
の
水
瓶
と
し
て
、
生
活
用
水
や

工
業
・
農
業
な
ど
に
必
要
な
水
を
供
給
す
る
他
、
釜

房
ダ
ム
発
電
所
で
は
発
電
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

共
同
溝 

と
は
、 

電
気
・
水
道
・
ガ
ス
・
上
下
水
道
・
通
信
な
ど
日
常

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
道
路
の
地

下
に
つ
く
っ
た
ト
ン
ネ
ル
に
ま
と
め
て
収
容
す
る
施

設
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 


